
強度行動障害とコミュニケーション 台詞シート 

【デモ ①】 
１．言葉のみ（視線も送らない） 
   アオアウアオ  オアグエア  ウアチイオイ  ラレウエ   ルエアタイ 
   あなたの    名札を     私に     かけて   ください。 
 
２．一部日本語を含めて 

 アオアウアオ  オアグエア  （私に）   ラレウエ   ルエアタイ 
 
３．一部日本語＋ジェスチャーで 
   アオアウアオ  オアグエア  （私に）   ラレウエ   ルエアタイ 
   モデルの名札を指し、「援助者の首にかけてちょうだい」のジェスチャー 
 
４．ありとあらゆる手段で 
   アオアウアオ  オアグエア  （私に）   ラレウエ   ルエアタイ 
   「アオアウアオ  オアグエアモデル」 といいながら、モデルの首から名札を外し、手に持ってもらう。 
   「私に」の後、援助者は「ラレウエ ルエアタイ」といいながら、名札の紐をもって、腰をかがめ 

援助者の首にかけるよう促す。 
 
■YES（そうだよ）＝オーバ（うなずき等） ／  NO（違うよ）＝ジョク（違うという態度等） 

 
 
 

【デモ②】 
１．言葉のみ（視線も送らない） 
    グウウオオ   パナエ   ライウエ  ルエアタイ 

封筒に     名前を   書いて   ください。 
 
２．一部日本語を含めて 
   （封筒に） パナエ  ライウエ  ルエアタイ 
 
３．一部日本語＋ジャスチャーで 

（封筒に） パナエ  ライウエ  ルエアタイ 
   名札の名前部分を指し、書く動作をする。 
 
４．ありとあらゆる手段で 

（封筒に） パナエ  ライウエ  ルエアタイ 
   「封筒に」、「パナエ」といいながらモデルの名札の名前部分を指し、「ライウエ ルエアタイ」 といいながら、

モデルにペンを持たせ、ペンを持っている手を封筒の上に誘導する。 
 
■YES（そうだよ）＝オーバ（うなずき等） ／  NO（違うよ）＝ジョク（違うという態度等） 

 



 

 
 
【台詞①】 
１．言葉のみ（視線も送らない） 
    ウエリツウオオオ  タオオズオアオアエイキ  ロエオイエアチイウエ  ゾオオエエ  ルエアタイ 

テキストの      37 ページを       声に出して       読んで    ください。 
 

２．一部日本語を含めて 
   ウエリツウオオオ  （37ページ）      ロエオイエアチイウエ  ゾオオエエ  ルエアタイ 
 
３．一部日本語＋ジャスチャーで 

ウエリツウオオオ  （37ページ）      ロエオイエアチイウエ  ゾオオエエ  ルエアタイ 
 
４．ありとあらゆる手段で 

ウエリツウオオオ  （37ページ）      ロエオイエアチイウエ  ゾオオエエ  ルエアタイ 
 

 
■YES（そうだよ）＝オーバ（うなずき等） ／  NO（違うよ）＝ジョク（違うという態度等） 

 
 

 
 
 
 

【台詞②】 
１．言葉のみ（視線も送らない） 
    リイイソイ   ガイシ    ウウルエオイ   グウウウアウウ   ウアウエウエ   ルエアタイ 

黄色い    ファイルを   机に       ２つ          立てて      ください 
 

２．一部日本語を含めて 
   リイイソイ   ガイシ    ウウルエオイ   （２つ）     ウアウエウエ   ルエアタイ 
 
３．一部日本語＋ジャスチャーで 

リイイソイ   ガイシ    ウウルエオイ   （２つ）     ウアウエウエ   ルエアタイ 
 

４．ありとあらゆる手段で 
リイイソイ   ガイシ    ウウルエオイ   （２つ）     ウアウエウエ   ルエアタイ 

 
 
■YES（そうだよ）＝オーバ（うなずき等） ／  NO（違うよ）＝ジョク（違うという態度等） 


